











は，FD-OCT を用いて cpRNFL 厚および GCC 厚を測定し，RGC の逆行性変性の評
価と発生までの期間を明らかにし，ヒトにおける TRD の存在を実証した初めての





視路疾患に比べて緩徐で進行性に cpRNFL 厚および GCC 厚が減少し，TRD を実証
することができた．また，GCC 厚の減少に関連する脳の障害部位は視放線から後頭
葉視中枢であることが示唆された． 
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応用しやすい条件で RGC 萎縮を定量評価した．第一に，前部視路疾患による RGC
の逆行性変性の病態と発生までの期間を示した．RGC の逆行性変性は，視神経疾患




初診時と比べて 24 か月後に減少することを継時的に示した． 
 本論文は後天性視路疾患の病態解明に関する新知見を示したものであり，審査員
全員が博士論文に値すると評価した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
